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１．研究計画の概要 

(1) 化学-気候モデルの気候値長期ランとシ

ナリオ長期ラン 

 気象研究所の化学-気候モデル(MRI-CCM)

に気候値の外力を与える長期気候値ランを

行う。季節変化が毎年同じように繰り返す海

面水温や海氷を使い、二酸化炭素のような均

質混合の温室効果気体やフロンやハロン等

のオゾン層破壊物質濃度は一定、太陽放射も

季節変化はするが太陽定数やスペクトル分

布は一定の条件で化学-気候モデルを駆動す

る（オゾン等の不均質混合気体は化学-気候

モデルが予報する）。統計的有意性をあげる

ため、200 年程度の長期積分を行う。また、

観測値の外力を与えて 1960 年代から現在ま

での過去再現長期ランと、観測値の外力から

太陽変動と火山エーロゾルを除いて過去の

外力は観測値を使い、将来の外力はシナリオ

を用いて 1960 年から 2100 年までの過去再

現・将来予測ランを行い、そのデータを準二

年振動（QBO）について解析し、影響を評価

する。 

(2) 観測・再解析データの整備と解析 

 風・温度・高度の大気場は ERA40 、

ERA-interim、NCEP-NCAR等の再解析データを

使う。オゾン・NOx 等の微量気体はSAGE、

HALOE、SBUV などの衛星データを使うが、欠

測等でデータの存在しない期間や場所、さら

に、グリッド間隔が必ずしも空間に固定され

ていない場合があるので、埋められる箇所は

最適内挿等の手法で補間し、また、空間に固

定した座標に変換して、データを整備する。

その後、QBO のシグナルが検出できる場所や

期間を大気場や化学種に関して、線形重回帰

等の手法を用いて解析し、その影響を評価す

る。 
 
２．研究の進捗状況 

(1) 1980-2004年の過去再現アンサンブル実

験（5メンバー）をQBOの位相と惑星波の伝搬

（EP-flux）や北半球の極渦の強度の関係を

調べた。冬季の３か月間において、熱帯下部

成層圏では西風偏差（QBO の定義域）のとき、

成層圏中高緯度には西風が正偏差の領域が

あり（極夜ジェットが強い）、Holton-Tan の

関係があることを示している。このとき、40N, 

100 hPa 付近の領域で、QBO西風の方が

EP-flux は下向き、極向きになっており、QBO

に由来する下部成層圏の東西風が惑星波の

伝搬をコントロールしているわけではない

ことを示している。同様のことはERA-40等の

客観解析データでも解析された。 

(2) 熱帯対流圏界面から成層圏下部に至る

までの東西風の QBO に伴う月平均東西風・気

温変動の各再解析データの特徴をラジオゾ

ンデによる観測データ(RATPAC)と比較して

調べた。 100-50 hPa の気温について NCEP 1, 

NCEP 2 は QBO に伴う変動が RATPAC に比べ小

さく ERA40, JRA25/JCDAS、特に ERA-Interim

は RATPAC とよく一致した。QBO に伴い熱帯圏

界面の最低温領域付近（西太平洋・インド洋

上）で特に気温変動が大きいことが明らかに
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なり, QBO が熱帯圏界面における水蒸気脱水

過程に従来考えられていた以上に影響する

ことに対応する。また GPS 掩蔽観測データ

（COSMIC）を同化したデータ（ERA-Interim）

と同化してないデータ(ERA40, JRA25/JCDAS)

で100hPa面の熱帯中部太平洋域においてQBO

に伴う気温変動に差異(同化データでは同領

域で気温変動が小さい)があることがわかっ

た。  
 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

(1)モデルは数値積分途中で落ちることが少

なく、安定に走らせることができ、ほぼ予定

の年数の積分が行え、アンサンブル数も統計

的な有意性を議論できるくらいを確保でき

た。解析手法も多重線形回帰解析の説明変数

を増やしても安定に走らせることができた。 

(2)客観解析データの処理も欠測値の処理や

品質管理がスムースに行えたので、データ解

析に充分リソースを振り向けることができ

た。 
 

４．今後の研究の推進方策 

(1)基本的にこれまで通りの解析を継続して

いく。モデルデータは境界値や外力が異なる

データがあるので、同一の手法で解析し、結

果の差異が QBOにどのように関与しているか

を調べる。 

(2)客観解析データの解析は冬半球の突然昇

温など季節内変動の時間スケール現象と QBO

の関係を調べていく。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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